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実習船の概要

船体主要目
48.40m長さ(登録)
9.00m幅 (登録)
3.90m深さ(登録)

総 屯 数 ﾄﾝ452
燃料油艙 ㎥288.15
清 水 艙 ㎥49.68
雑用清水 ㎥47.22
魚艙容積 ㎥112.26
凍 結 室 ㎥59.06
最大速力 ﾉｯﾄ14.273
航海速力 ﾉｯﾄ12.0
定員 船員 名、生徒 名、その他 名20 30 4

機関部要目
１主機関
赤坂 基K28SFD 1500PS 1

２艫廻り
かもめ 式CPR65AVCN 1

３補機関
ヤンマー 台S165L-LIN 480PS 2

台6CHL-TN 100PS 1
４空気圧縮機
三和 台SMC-8R 1
三和 (非常用) 台SKH-2K 1

５ポンプ
(ｲ)雑用水･消火兼ﾋﾞﾙｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台SMH100-M 11KW 1

(ﾛ)ﾋﾞﾙｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台MHR100 7.5KW 1

(ﾊ)清水ｻｰﾋﾞｽﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台SMH32-M 2.2KW 1

(ﾆ)雑用清水ｻｰﾋﾞｽﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台SMH40-M 2.2KW 2

(ﾎ)ｾﾝﾄﾗﾙ冷却装置海水ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台FKH80 5.5KW 2

(ﾍ)ｾﾝﾄﾗﾙ冷却装置清水ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台FKH80 5.5KW 2

(ﾄ)清水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台MHR50 2.2KW 1

(ﾁ)ｻﾆﾀﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台FSL80 3.7KW 1

(ﾘ)船尾管冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台FOH40 1.5KW 1

(ﾇ)冷房機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台FKH65 3.7KW 1

(ﾙ)燃料油移送ﾎﾟﾝﾌﾟﾟ
三信 台MGR65D 5.5KW 1

(ｦ)燃料油ｻｰﾋﾞｽﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台MGR25 0.75KW 1

(ﾜ)潤滑油ｻｰﾋﾞｽﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台MGR20C 0.4KW 1

(ｶ)廃油排出ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台MGF32 1.5KW 1

６其の他
(ｲ)ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ
かもめ 台TCA-30MN2.3TON 1

(ﾛ)燃料油清掃機
三菱 台SJ-700 1

(ﾊ)潤滑油清浄装置
アメロイ 台50H-81BSR 1

(ﾆ)油水分離機
笹 ㎥ 台SMT-05 0.5 /h 1

(ﾎ)造水装置
笹 日 台HR-10N 10TON/ 1

甲板部要目
１冷凍装置
(ｲ)圧縮機
日新 長谷川 台VM62RM 45KW 3

(ﾛ)糧食冷凍機
ダイキン 台RKS8F 5.5KW 1

(ﾊ)冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台FOH32 0.75KW 1

(ﾆ)冷凍機ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
三信 台FSL80 3.7KW 2

(ﾎ)冷凍能力
4.0T/DAY 4.5T/DAY鮪 ｲｶ

(ﾍ)保持温度
凍結 ℃･準備室 ℃･保冷艙 ℃-55 -30 -55

２油圧装置 エムエス工業
(ｲ)油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ 式1

電動機駆動 … １37kw
電動機駆動 … １22kw

３甲板機器
(ｲ)ｳｲﾝﾄﾞﾗｽ 台1
北工 × 油圧駆動4.5T 15m/min

(ﾛ)ｷｬﾌﾟｽﾀﾝ 台1
住友 × 電動機駆動2.5T 13m/min

(ﾊ)ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ 台1
丸石 油圧駆動272m/min

(ﾆ)ﾌﾞﾗﾝ捲機 台2
丸石 電動機駆動3m/min

(ﾎ)浮縄揚機 台1
泉井 × 電動機駆動110kg 180m/min

(ﾍ)揚縄用ｽﾛｰｺﾝﾍﾞｱｰ 台1
藤井 ～ 電動機駆動2 8m/min

(ﾄ)搬送用ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱｰ 台1
藤井 電動機駆動25m/min

(ﾁ)投縄用ｽﾛｰｺﾝﾍﾞｱｰ 台1
藤井 ～ 電動機駆動2 8m/min

(ﾘ)幹縄処理機 台1
泉井 油圧駆動525m/min

(ﾇ)投縄機 台1
泉井 油圧駆動600m/min

(ﾙ)ﾊﾟﾗｱﾝｶｰｳｲﾝﾁ 台2
エムエス工業 × 油圧駆動2.5T 30m/min

(ｦ)いか釣機 台20
三明 ～ 電動機駆動0 100m

(ﾜ)空調機 台2
日新 電動機駆動ACU-100V 7.5KW
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(ｶ)空調機 台1
日新 電動機駆動ACU-75V 7.5KW

(ﾖ)空調機 台1
ダイキン 電動機駆動US2GDTG 1.5KW

(ﾀ)操舵機 台1
トキメック 電動機駆動6T-M 3.7W

４厨房機器
(ｲ)電気ﾚﾝｼﾞ 台1

ERS-25LR-K三和
(ﾛ)電気炊飯器 台1

ERC-14三和
(ﾊ)ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞｰ 台1

SD-22MS三和
(ﾆ)ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞｰ 台1

SD-15BS三和
(ﾎ)食器消毒保管機 台1

MES-10三和
(ﾍ)電気湯煎器 台1

PV-126C三和
(ﾄ)電気湯沸器 台1

EWK-30R三和
(ﾁ)電気湯沸器 台3

EW-10R三和
(ﾘ)保温保冷庫 台1

EHC-12三和
(ﾇ)製氷機 台1

MIM-30J三和
(ﾙ)万能調理器 台1

SS-7三和
(ｦ)電気ﾌﾗｲﾔｰ 台1

EFK-10三和
(ﾜ)洗米器 台1

RW-50三和
(ｶ)糧食冷凍庫 台1

780L日新

海洋観測機械
(ｲ)測深儀 台1

150kg 114m/min鶴見 ×
(ﾛ)ﾈｯﾄ曳航ｳｲﾝﾁ 台1

500kg 60m/minアワクメ ×
(ﾊ) 測定装置 台STD 1

AST-1000アレック
(ﾆ)ｻﾘﾉﾒｰﾀｰ 台1

TS 3-G鶴見 ﾃﾞｼﾞｵｰﾄ
(ﾍ) ﾒｰﾀｰ 台PH LC-7 1
(ﾄ)実体顕微鏡 台SZH-131 1

電気部要目
１発電機
大洋 ﾌﾞﾗｼﾚｽ 台400KVA 6P 2

ﾌﾞﾗｼﾚｽ 台80KVA 4P 1
２主配電盤
大洋 ﾃﾞｯﾄﾞﾌﾛﾝﾄ 自立 面1

３変圧機
大洋 単相 台30KVA 225V/105V 3

４充電用整流器
一般用 大洋 ～ 台22 35V 35A 1

無線用 ～ 台JRC 22 35V 30A 1
セル用 大洋 ～ 台22 35V 30A 1

５蓄電池
一般用 台SS-200 12
無線用 台SS-300 12
セル用 台SS-300 12

６計測・航海計器
(ｲ)魚艙温度計
村山 台SMK-121 1

(ﾛ)糧食冷凍庫温度計
村山 台DM-6011 1

(ﾊ)海水温度計
村山 台DKN-12VI 1

(ﾆ)磁気ｺﾝﾊﾟｽ
トキメック 台SH-165A 1

(ﾎ)ｼﾞｬｲﾛｺﾝﾊﾟｽ
トキメック 台TG-5000 1

(ﾍ)自動操舵装置
トキメック 台PR-2504-SS-060 1

(ﾄ)風向風速計
日本エレクトリック 台1

(ﾁ)火災警報装置
日本舶用 台FF-3061C-10 1

(ﾘ)ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ
明陽電機 台1

(ﾇ)監視ﾃﾚﾋﾞ装置
三菱 台1

(ﾙ)水晶時計
日本舶用 台1

(ｦ)船内指令装置
ＪＲＣ 台NVA-1910 1

７レーダー・航法装置
(ｲ) ﾚｰﾀﾞｰ( )NO1 ARPA
古野 台FAR-2852X 1

(ﾛ) ﾚｰﾀﾞｰ( )NO2 ARPA
古野 台FAR-2862S 1

(ﾊ)ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ航法装置
古野 ･ﾛﾗﾝ ･ｶﾗｰﾌﾟﾛｯﾀｰ 式GPS C 1

(ﾆ)実習用航法装置
･ ･ﾛﾗﾝ ･ﾃﾞｯｶ 式JRC GPS NNSS C 1
ＪＲＣ８無線装置

(ｲ)電信ｺﾝｿｰﾙ 台JSS-280 1
(ﾛ) 送受信機 台DSB JSD-27 1
(ﾊ) 送受信機 各 台SSB JSB-78 JSB-28 1
(ﾆ)国際 台VHF JHS-31 1
(ﾎ)ﾌｧｯｸｽ 台JAX-90 2
(ﾍ)海事衛星通信装置
ＪＲＣ 式JUE-45AMI 1

(ﾄ)航行警報受信機
ＪＲＣ 台NCR-300A 1

９漁撈調査機器
(ｲ)魚探
古野 ･ 式FE-1282 FCV-140 1

(ﾛ)潮流観測装置
古野 台CI-30 1

(ﾊ)気象衛星受画装置
ＪＣＶ 台JCV-26A 1
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平成２２年度乗船実習一覧表

第一次航海（多目的航海）航海

項目

実 習 内 容 日本海沿岸航海 日 本 海 沖 合 航 海

第一次 第二次 第三次 第 一 次 第 二 次 第 三 次

対 象 １年 １年 １年 ２年Ｅ科 ２年Ｓ科 ２年Ｓ

Ｓ科 E科 食品系 工学系 航海系Ｓ Ｅ科・

出 港 6月 2日 6月 7日 6月 14日5月 20日 5月 24日 5月 26日

酒田港 酒田港 酒田港 酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港

入 港 6月 4日 6月 10日 6月 17日5月 21日 5月 25日 5月 27日

酒田港 酒田港 酒田港 酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港

寄 港 地

実 習 期 間 ２ ２ ２ ３ ４ ４

漁 場 日本海 日本海 日本海

操 業 日 数 ２ ３ ３

第一次航海（多目的航海）航海

項目

実 習 内 容 水 産 庁 体 験 入 学 小学生親子体験入学

傭船航海 第 一 次 第 二 次 第 一 次 第 二 次

対 象 ２年 E科 中 学 生 中 学 生 小学生親子 小学生親子

アクア系

出 港 6月 21日 7月 28日 7月 29日 7月 31日 8月 1日

酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港

入 港 7月 12日 7月 28日 7月 29日 7月 31日 8月 1日

酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港 酒 田 港

寄 港 地 新潟・小樽

実 習 期 間 ２４ １ １ １ １

漁 場 日本海

操 業 日 数 １６

第 二 次 航 海

実 習 内 容 まぐろ延縄実習

対 象 ２年海洋技術科 航海・工学系

乗 船 日 平成 年 月 日 酒 田 港22 9 14

出 港 平成 年 月 日 三 崎 港22 9 18

入 港 平成 年 月 日 三 崎 港22 12 1

寄 港 地 ホノルル

実 習 期 間 ８０日間航海

漁 場 第４海区

操 業 回 数 ４２回
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平成２２年度 実習船「鳥海丸」 乗組員名簿

No 職 名 氏 名 No 職 名 氏 名

1 船 長 本間 正利 11 甲板員 日野 富

2 機関長 渡会 一浩 12 甲板員 大瀧 敏弘

3 通信長 堺 保太郎 13 甲板員 佐藤 鉄

4 一航士 倉本 照幸 14 甲板員 網谷 雄司

5 一機士 佐藤 利典 15 機関員 本間 賢二

6 二航士 鈴木 快秀 16 機関員 清水 隆次

7 二機士 木村 栄一 17 機関員 伝法 広美

8 甲板長 籔下喜美男 18 機関員 中村 精一

9 冷凍長 前田 治雄 19 司厨長 氣仙 祐輔

10 操舵手 秋野 一弘 20 司厨員 久保 章



実習船運営委員会 運営方式と組織

＊ 係 名 内 容 係 氏 名

運航・操業計画・実習生配乗計画 佐 藤（久哉）

実習船運営委員会の運営

実 公簿証書保管・管理 板 垣

総 務

漁業操業許可申請（水産庁、実運協） 佐 藤（久哉）

習 米国新規制対応（船舶保安規定・コーストガード新規制）

外地補給及び上陸用実習生証明書の作製（日鰹連） 板 垣

保険関係・配乗人員報告（県スポーツ保健課）

船 水産庁、県関係への報告、届出 佐藤（浩）

出入港に係わる事務 事務長、大宮、菅原

運 会 計 予算編成、決算報告

営繕管理、乗組員の任用申請 佐 藤（久哉）

庶 務 勤務条件、労務管理、福利厚生等

営 実習船運営協議会との連絡

渉 外 外地寄港代理店依託契約

航海毎収支計算報告書（水産庁） 板 垣

委

出入港関係業務（酒田） 白 澤、佐藤（久哉）

員 乗船者名簿 佐 藤（浩）、白 幡

実習生証明交付申請

諸 届 関係報告届出（山形運輸支局）

会

運航・操業状況の定時通信の整理報告 白 幡 、佐藤(勝則)

主 乗船履歴整理保管届出（海技試験関係の原本を含む）訓練記録簿 板 垣 、佐藤(勝則）

・ 報 告

佐 運輸局関係報告届出 佐 藤（久）

藤 運営委員会の会議録 佐藤（司）、泉 山

久 調査研究資料整理、保管、報告（遠水研） 佐藤（司） 指導教官

実習報告書の編集と関係機関への配布 白 澤、 佐藤(司)、

哉

事前指導の計画（乗船保護者会、オリエンテーション） ＨＲ担任

実習生保護者、乗組員家族への連絡 佐 藤(良) 、佐 藤（浩）

副 オリエンテーションの実施 指導教官

・ 乗 船 指 導

板

健康診断 養護教諭、ＨＲ担任

垣 実習生指導 指導教官

海洋観測、操業報告の整理

衛生、医薬品の管理 二等航海士

鳥海丸文庫（購入・整理・保管） 図書館係

指導教官

実習船運営関係全般 佐 藤（久) 板 垣

事 務 局 小型船舶養成施設関係 飯 野 白 澤

佐 藤（司) 佐 藤(亘)

佐 藤（浩）

教育目標・教育課程 教 頭 佐 藤(亮）

代船建造事務局 運航計画 佐 藤（久）板 垣

代船艤装 白 澤 佐 藤(亘）

佐 藤（浩）

-8-
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平成２２年度第１次航海

（多目的航海）
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平成２２年度第１次航海（多目的航海）
Ⅰ 日本海沿岸航海
１．目 的

実習船鳥海丸に乗船し、海洋や船舶に対する体験をとおして本校の教育内容を理解させる

ために下記目的で日本海沿岸を航海する。

（１）海洋に親しみ、船舶に対する興味関心を持たせる。

（２）船内における集団生活をとおして、水産高校生としての自覚を高める。

（３）船の運航と港湾施設への出入港、航行援助施設の運用と実際を体験することにより

基礎的知識理解を深める。

２．一般概要

第一次航海 第二次航海

酒田出港 ５月２０日（木） ５月２４日（月）

酒田入港 ５月２１日（金） ５月２５日（火）

船 員 ２０名 ２０名

指導教官 教諭 白澤 誠 教諭 白澤 誠

引率教官 教諭 佐藤浩司 実習教諭 神林 充

実習教諭 白幡賢治 実習教諭 佐藤 浩

実習生徒 海洋技術科２７名 海洋技術科１２名、環境科１３名

第三次航海

酒田出港 ５月２６日（水）

酒田入港 ５月２７日（木）

船 員 ２０名

指導教官 教諭 白澤 誠

引率教官 教諭 佐藤 亘

実習教諭 佐藤 良

実習生徒 海洋環境科２８名

３．日 課

第１日目

時 刻 活 動 内 容

０９：００ 集合・乗船 諸注意、身辺整理

学習 保安応急部署

０９：３０ 対面式・出港式 自己紹介

１０：００ 酒田出港 出港業務見学

学習 船内見学・海岸線見学（酒田～湯野浜）

１１：３０ 昼 食

（ ）１２：３０ 学 習 船内見学・海岸線見学 加茂・由良・三瀬・八乙女

鳥海丸について

１７：３０ 夕 食

１８：２０ 底釣り 佐渡沖 瓢箪礁（ ｙｏｔａｎ ｇｕｒｉ）H
２０：３０ 点呼

２０：４５ 入浴

２２：００ 消灯
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第２日目

時 刻

０５：００ 起 床・点呼 身辺整理

０５：３０ 底釣り 佐渡沖 瓢箪礁（ ｙｏｔａｎ ｇｕｒｉ）H
０７：００ 朝食 班単位で交替で朝食

０８：００ 海洋観測 ＳＴＤ・透明度・水色・水温・プランクトンネット

０９：００ 酒田向け航走 ストンデッキ・ウオッシュデッキ

船内清掃・身辺整理

１６：００ 酒田入港 入港業務見学

１６：３０ 入港式

１７：００ 解散

（３航海）４．船内生活と生徒指導

（１）理解・技術の習得

３航海合計８０名と近年になく大勢の１年生を３回に分けての体験航海であったが、

今回今回も船員の協力で１航海目大漁に終了したが２航海目、３航海目と時化で底釣り

はできず２時間足らずの航海後は停泊中の船内学習という航海となった。

（２）船内生活

１年生にありがちな中学生気分がまだあり、消灯になっても他の部屋にいたりし、注

意された生徒が数名居たが皆中良くできた航海だった。

（３）保健衛生

１航海のみ、海上宿泊で船酔いは多数居たが体験航海は兎に角、無理させずにという

ことで気分が悪くなったらベットで休ませる事で船酔いを少しでも和らげたのでよかっ

た。
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Ⅱ 日本海沖合航海

日本海沖合実習要項
２年海洋環境科食品系生産加工実習・２年海洋技術科日本海イカ釣り実習

１．目 的
［２年海洋環境科食品系生産加工実習］
（１）生産物であるイカの観察、製品加工等の現場実習を通して、水産業への興味関心を高

めるとともに正しい正しい勤労観を育てる。

（２）海洋観測・生物調査をとおして、海洋に親しみ、船舶や海洋環境に対する興味関心を

持たせるとともに、安全を重んじ、技術の改善を図る態度を養う。

（３）船内における集団生活をとおして、集団の規律を学ぶとともに、本校の伝統とする、

熱・意気・団結の精神を体得させる。

（５）生徒相互間の親睦を図り、思いやりの心を持ってお互いの仲間意識を育てる。

［２年海洋技術科日本海イカ釣り］
（１）遠洋航海（マグロ延縄実習）の事前航海として、その心構えを養う。

（２）漁業の実際をとおして、操業要領と漁業の理解を深めるとともに、正しい勤労感を育

てる。

（３）海洋観測・生物調査をとおして、海洋に親しみ、船舶や海洋環境に対する興味関心を

持たせるとともに、安全を重んじ、技術の改善を図る態度を養う。

（４）船内における集団生活をとおして、集団の規律を学ぶとともに、本校の伝統とする、

熱・意気・団結の精神を体得させる。

（５）生徒相互間の親睦を図り、思いやりの心を持ってお互いの仲間意識を育てる。

２．生 徒 心 得
［１］船内規律

船内においては、船員・指導教官と生徒は小社会を形成し、団体生活に終始するから、

船内の規律を保持することは重要な意味を持っている。

このため次のようなことがらに注意する必要がある。

( ) 船長、指導教官の許可なく勝手に船から離れないこと。1
( ) 船長、指導教官の許可なく、端艇その他重要な属具を使用しないこと。また必要品以外2

のものを船内に持ち込んだり、船内から持ち出さないこと。

( ) 消耗品は、常に節約に心がけ、特に節水に留意すること。3
( ) 船内で争いごとをしたり、粗暴なふるまいをしないこと。4
( ) 飲酒、喫煙は絶対にしないこと。5
( ) 命令、伝達事項は復唱し確実に実行すること。6
( ) すべての行動は敏速に行い、細心の注意と熱意をもってことにあたること。7
( ) 貸与品は各自大切に使用し、紛失または破損することのないよう心がけること。8
( ) 常に環境の整理に務め、船舶及び施設・設備に落書きをしないこと。9
( )その他船内の秩序を乱すようなことをしないこと。10

［２］安全に関すること

( ) 保安・防災の観点から、相互監視を励行し、声をかけ合い、注意し合うこと。1
、 、 、 。( ) 甲板 通路 室内を走ったり フレ－ムや高所物体にぶら下がるなどして遊ばないこと2

( ) 階段の昇降には、手摺を利用し、特に両手に物を持っての昇降は避けること。3
( ) 荒天時には、保温器、電気ポット等、熱湯の入った容器や、こわれやすい物をテ－ブル4

の上に置かないこと。
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( ) 荒天中や夜間は、許可を得ずに甲板上に出ないこと。5
( ) サンダル等で甲板上に出ないこと。6
( ) 船内では危険を知らせる時以外は大声を出さないこと。7
( ) 船内ではポケットハンドをしないこと。8
( ) その他不明な点があれば指導教官等から説明を受けること。各自で勝手な判断をしない9

こと。

［３］保健衛生に関すること

医療処置は衛生管理者によって行われる。乗船する生徒は下記の事項に留意すること。

( ) 持病のある者は、医師の診断を受け、乗船許可を得ること。1
( ) 一般的な薬品は船に積んであるが、特殊な薬を必要とするものは各自持参すること。2

航海中は気温の変化が大きいので、室温・通風・衣服の調節に気をつけること。

( ) ファンの風を直接身体に当てたまま寝ないこと。3
( ) おう吐は便所で行うこと。なお、船に弱い者はビニ－ル袋を用意しておくとよい。4

船酔いの最良の克服法は、ベットにいつまでもへばりついていないで無理しても食べ、

通風の良い所で運動するか体を動かすことである。

( ) 自己の健康管理には常に留意し、暴飲・暴食をつつしむこと。5
( ) その他身体に異常が生じたときは、直ちに指導教官に申し出ること。6

３．航海計画及び乗船時の諸準備

生 産 加 工 実 習 日 本 海 イ カ 釣 り 実 習項 目

平成２２年６月 ２日～ 平成２２年６月 ７日～ 平成２２年６月１４日～実習期間

６月 ４日 ６月１０日 ６月１７日

月 日 ０９：００ 月 日 ０９：００ 月 日 ０９：００集合時間 6 2 6 7 6 14

月 日 １０：００ 月 日 １０：００ 月 日 １０：００酒田出港 6 2 6 7 6 14

月 日 １０：３０ 月 日 １０：３０ 月 日 １０：３０酒田入港 6 4 6 10 6 17

月 日 １１：００ 月 日 １１：００ 月 日 １１：００解 散 6 4 6 10 6 17

乗船生徒数 ２年海洋環境科 ２年海洋技術科 ２年海洋技術科科

食品系１８名 工学系１１名 航海系 ７名

鳥海丸乗組員 ２０名 ２０名 ２０名

白澤 誠・泉山 史 小野寺将史・佐藤 浩 神林 充・本間伸栄指導教官

※ 出入港時間は海況等によって変わることがあります。その時は家庭に連絡します。

（出発時に携帯するもの）◎ 乗船時の諸準備
身分証明書（生徒手帳 、筆記用具一式、運動着上下、作業服上下、長靴、サンダル、）

洗面用具、着替え、ウインドブレ－カ－、厚手の靴下、洗濯用洗剤、常備薬（日頃服用

しているもの 、甘味品、清涼飲料水等、乗船実習のしおり）

※ 酒田集合の際は運動ぐつを履いてくること。
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海洋環境科食品系生産加工実習・２年海洋技術科日本海イカ釣り実習［１］

１．目 的
［２年海洋環境科食品系生産加工実習］
（１）生産物であるイカの観察、製品加工等の現場実習を通して、水産業への興味関心を高

めるとともに正しい正しい勤労観を育てる。
（２）海洋観測・生物調査をとおして、海洋に親しみ、船舶や海洋環境に対する興味関心を

持たせるとともに、安全を重んじ、技術の改善を図る態度を養う。
（３）船内における集団生活をとおして、集団の規律を学ぶとともに、本校の伝統とする、

熱・意気・団結の精神を体得させる。
（５）生徒相互間の親睦を図り、思いやりの心を持ってお互いの仲間意識を育てる。

［２年海洋技術科日本海イカ釣り］
（１）遠洋航海（マグロ延縄実習）の事前航海として、その心構えを養う。
（２）漁業の実際をとおして、操業要領と漁業の理解を深めるとともに、正しい勤労感を育

てる。
（３）海洋観測・生物調査をとおして、海洋に親しみ、船舶や海洋環境に対する興味関心を

持たせるとともに、安全を重んじ、技術の改善を図る態度を養う。
（４）船内における集団生活をとおして、集団の規律を学ぶとともに、本校の伝統とする、

熱・意気・団結の精神を体得させる。
（５）生徒相互間の親睦を図り、思いやりの心を持ってお互いの仲間意識を育てる。

２．一般概要
第一次(生産加工実習) 第二次(イカ釣り実習) 第三次(イカ釣り実習)次航数
6月 2日(木)～4日(金) 6月 7日(月)～10日(木) 6月14日(月)～17日(木)実習期間
6月 2日(木) 10：00 6月 7日(月) 10：00 6月14日(月) 10：00酒田出港

4日(金) 10：30 10日(木) 10：30 17日(木) 10：30酒田入港
教 諭 白澤 誠 教 諭 白澤 誠 教 諭 白澤 誠

乗 指導教官 教 諭 泉山 史 実習教諭 佐藤 良 実習教諭 佐藤 良
船
者 実習生徒 海洋環境科食品系 海洋技術科工学系 海洋技術科航海系
２年生 １８名 １１名 ７名

３．日 課
［２年海洋環境科食品系生産加工実習］

第１日目
時 刻 活 動 内 容 備 考

集合・乗船 諸注意、身辺整理09:00
学 習 保安応急部署09:10
対面式・出港式 自己紹介09:30
酒田港出港 出港業務見学10:00
船内見学
夕 食17:30
海洋観測18:30
いか釣り操業実習19:00
夜 食23:00

※ いか釣り操業実習は早番（ ～ ・遅番（ ～ ）とし、班ごとに20:00 24:00 00:00 04:00）
行った。
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第２日目 班・・早番 班・・遅番A B
時 刻 活 動 内 容 備 考
00:00

いか釣り操業実習終了 点呼・清掃04:00
朝 食04:30
就 寝05:30
起 床 点呼・身辺整理・清掃15:00
学 習 イカ加工、保存15:30
夕 食17:30
海洋観測18:30
いか釣り操業実習20:00
夜 食23:00

24:00

第３日目 班・・遅番 班・・早番A B
時 刻 活 動 内 容 備 考
00:00

いか釣り操業実習終了04:00
点呼・清掃
朝 食04:30
就 寝05:30
起床・点呼09:00
酒田港入港 入港業務見学10:00
入港式・身辺整理10:30
解 散11:00

［２年海洋技術科日本海イカ釣り］
第１日目 班・・早番 班・・遅番A B
時 刻 活 動 内 容 備 考

集合・乗船 諸注意、身辺整理09:00
学 習 保安応急部署
対面式・出港式 自己紹介09:30
酒田港出港 出港業務見学10:00
船内見学
昼 食 食事当番11:30
夕 食 食事当番17:30
海洋観測 観測当番18:30
いか釣り操業実習19:00
夜 食 食事当番23:00

第２日目 班・・早番 班・・遅番A B
時 刻 活 動 内 容 備 考
00:00

いか釣り操業実習終了 点呼・清掃04:00
朝 食 食事当番04:30
就 寝05:30
起 床 点呼・身辺整理・清掃15:00
学 習 イカ釣り漁具作成・当直15:30
夕 食 食事当番17:30
海洋観測 観測当番18:30
いか釣り操業実習20:00
夜 食 食事当番23:00

24:00
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第３日目 班・・早番 班・・遅番A B
時 刻 活 動 内 容 備 考
00:00

いか釣り操業実習終了 点呼・清掃04:00
朝 食 食事当番04:30
就 寝05:30
起 床 点呼・身辺整理・清掃15:00
学 習 イカ釣り漁具作成・当直15:30
夕 食 食事当番17:30
海洋観測 観測当番18:30
いか釣り操業実習20:00
夜 食 食事当番23:00

24:00

第４日目
時 刻 活 動 内 容 備 考
00:00

いか釣り操業実習終了04:00
点呼・清掃
朝 食 食事当番04:30
就 寝05:30
起床・点呼09:00
酒田港入港 入港業務見学11:00
入港式、身辺整理11:30
解 散12:00

※ いか釣り操業実習は早番（ ～ ・遅番（ ～ ）とし、班ごとに行20:00 24:00 00:00 04:00）
った。

４．船内生活と生徒指導（３航海）

（１）理解・技術の習得
いか釣りの漁法など、技術科の生徒は興味・関心をもち船員の講義を熱心に聞いてい

た。
環境科の生徒は生産加工実習も兼ねているので、塩辛、イカの一夜干しなどをつくり

生徒にとって楽しい航海になったと思う。
（２）実習態度

３航海ともやはり２年生という事で、この１年の成長は大きいと関心した。実習態度
は良好だった。

（３）船内生活
１次、２次航海の生徒は９月から２類系同時に鮪延縄実習なので船内生活も和気藹々

と過ごしていた。
（４）保健衛生

３航海とも凪に恵まれ、船酔いも無く快適な船内生活を送れた。各部屋共清掃が行き
届き整理整頓されていた。
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５．海洋観測結果および漁獲成績

Ｎｏ１ Ｎｏ２ Ｎｏ１ Ｎｏ２ Ｎｏ３ Ｎｏ１ Ｎｏ２ Ｎｏ３
6月2日 6月3日 6月7日 6月8日 6月9日 6月14日 6月15日 6月16日

緯度　°　′ N 38-56.7 N 38-44.2 N 38-48.6 N 38-35.2 N 38-53.0 N 38-42.5 N 39-11.3 N 38-42.5
経度　°　′ E138-39.4 E138-25.5 E138-31.0 E137-01.5 E138-38.3 E138-16.6 E134-51.2 E138-21.2
緯度　°　′ N 38-55.3 N 38-46.3 N 38-47.0 N 38-40.4 N 38-56.5 N 38-41.6 N 39-12.1 N 38-40.7

経度　°　′ E138-41.6 E138-26.4 E138-30.4 E136-54.8 E138-42.4 E138-16.9 E134-44.4 E138-27.7
天候 ｂｃ bc bc m bc c o bc

風向・風力 NNE・２ ENE・２ N・２ NW・１ NNW・３ ENE・３ NNE・２ SW・３
気温　℃ 20.0 16.0 18.5 18.7 18.3 21.4 20.1 21.2
気圧　ｈｐａ 1020.0 1024.5 1021.8 1021.0 1016.8 1025.4 1012.1 1011.5

298 253 506 425 717 646 360 448
０ｍ 15.20 15.40 17.50 17.50 17.90 19.80 19.80 19.00

１０ｍ 14.02 13.61 15.38 17.29 15.15 15.69 17.02 15.79
２０ｍ 13.51 13.45 15.11 14.59 14.72 13.72 15.10 13.52
３０ｍ 11.70 11.40 13.66 13.56 13.76 13.67 14.65 13.29

５０ｍ 10.76 11.00 12.67 11.55 12.72 12.05 11.64 12.57
７５ｍ 9.88 9.94 12.13 10.38 10.86 11.01 9.90 11.38
１００ｍ 9.54 9.95 10.29 9.77 9.80 10.31 8.51 10.64

１５０ｍ 9.32 9.54 9.52 7.36 9.41 9.81 4.32 10.13
２００ｍ 6.33 8.69 7.96 4.86 7.65 8.90 2.88 9.71

３００ｍ 2.80 2.09 2.39 3.11 1.36 1.64
3940 5465 3730 4445 3100 3885 3946 910

食　品　系

２年海洋環境科 ２年海洋技術科

工　学　系 航　海　系

漁獲成績（尾）

備　　　　考

操
業
場

所

開
始
終

了
気

　
　

象
水深　ｍ

項目・測点
月　　　　日

海洋観測結果
漁獲成績

各
層

水

温
　

Ｃ
Ｔ

Ｄ

海

洋
観

測

結
果
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Ⅲ 水産庁用船航海（日本海イカ資源調査実習）
１．目 的

鳥海丸が一時水産庁に用船され、イカの資源調査を実施する航海を利用し、下記目的で

日本海沖合を航海する。

（１）海洋環境科アクアライフ系の「総合実習」として実施する。

（２）船内における集団生活を通して、集団の規律を学ぶとともに、本校の伝統とする、

熱・意気・団結の精神を体得させる。

（３）生徒相互間の親陸を図り、今後の円滑な人間関係を構築する。

２．一般概要

実習期間 ６月２０日（日）～７月 １３日（火）

酒田出港 ６月 ２１日（月）

新潟入港 ６月 ２１日（月）

新潟出港 ６月 ２３日（水）

小樽入港 ７月 ２日（金）

日 程 小樽出港 ７月 ４日（日）

新潟入港 ７月 １２日（月）

新潟出港 ７月 １３日（火）

酒田入港 ７月 １３日（火）

指導教官 教 諭 白澤 誠

実習教諭 本間伸栄

実習生徒 ２年生 海洋環境科アクアライフ系 １１名(２)

３．日 課

①生徒を２班に分け、資源調査(操業)実習を前半(２０時～２４時)と後半(００時～０

４時)に割り当て、前半と後半の入れ替えは１日交替とした。

②前半の生徒は１４時に起床し、清掃後２時間程度国語･数学・英語の基礎を中心に座

学を実施した。

③各当番割当表を作成し、１４時～１８時の間１名２時間交替で、船橋と機関室で航海

当直を実施した。

④食事当番は、１名で１日交代とした。

⑤１８時より約３０分間、各班１日交替で漁獲物の冷凍保存の方法を体験した。

４．船内生活と生徒指導

（１）理解・技術の習得

生きたイカを用いて解剖・観察を行い、体の構造と生態を学習した。

塩辛・一夜干し加工実習を通し、製品加工技術を身につけた。

00:00 04:00 08:00 12:00 16:00 20:00 24:00

操業実習(後半) 就寝･休憩 当直① 当直② 操業実習(前半)

朝食 夕食 夜食

海洋観測
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（２）実習中の態度

船内規律の厳守を徹底し守る事ができた。 また、生徒の実習に対する意識は高く、

実習での態度は良好であった。

（３）船内生活・保健衛生

各自整理整頓に心掛け、規律ある生活を送ることができた。

当初、船酔いをする生徒が多くいたが、２～３日で改善できた。

５．調査海域図と実習結果

 

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143

 日本海区水産研究所（鳥海丸）
No. 北 緯 東 経 イカ釣り 予定

1 38 0 137 50 ○ 6月23日
2 40 20 136 20 ○ 6月24日
3 40 40 136 20
4 41 0 136 20
5 41 0 137 0 ○ 6月25日
6 41 0 137 40
7 41 0 138 20
8 41 20 138 20 ○ 6月26日
9 41 20 137 40
10 41 20 137 0
11 41 40 137 0 ○ 6月27日
12 42 0 137 40
13 41 40 137 40
14 41 40 138 20 6月28日
15 42 0 138 20 ○
16 43 30 138 40
17 44 0 138 40 ○ 6月29日
18 44 0 140 0 ○ 6月30日
19 43 30 140 0
20 43 30 140 40 ○ 7月1日

小樽入港 (予備日） 7月2日
小樽入港 (予備日） 7月3日

21 44 0 141 0 ○ 7月4日
22 44 0 140 40
23 44 40 140 0 ○ 7月5日
24 44 40 140 30
25 44 40 141 0 ○ 7月6日
26 45 20 140 45 ○ 7月7日
27 45 20 140 30
28 45 20 140 0
29 45 20 139 30 ○ 7月8日
30 44 40 139 20
31 44 0 139 20
32 43 30 139 20 ○ 7月9日
33 42 40 139 20
34 42 20 139 20 ○ 7月10日
35 39 40 139 20 ○ 7月11日

操業調査地点は１７箇所あり、実施は１６箇所。

最終調査地点は、低気圧の接近により、７月１１日操業中止し新潟港へ向け航行

７月１２日新潟港入港以降予定通り実習を行う。
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６．海洋観測結果および漁獲成績

Ｎｏ１ Ｎｏ２ Ｎｏ３ Ｎｏ４ Ｎｏ５ Ｎｏ６ Ｎｏ７
6月23日 6月24日 6月25日 6月26日 6月27日 6月28日 6月29日

17-40 18-15 18-05 18-05 18-05 18-00 17-55
緯　度 37-59.9N 40-20.2E 40-00N 41-20.3N 41-40.2N 42-00.3N 44-00.1N

経　度 137-50.１E 136-20.2E 137-00E 138-20.2E 137-00.1E 138-20.1E 138-39.9E
０ｍ
１０ｍ 34.03 33.82 34.355 33.675 33.62 33.87

２０ｍ 33.97 33.89 33.988 34.02 34.077 34.114
３０ｍ 34.04 34.07 34.025 34.074 34.101 34.129

５０ｍ 34.03 34.05 34.085 34.084 34.093 34.064
７５ｍ 34.07 34.06 34.076 34.089 34.082 34.094
１００ｍ 34.07 34.07 34.082 34.088 34.086 34.096

１５０ｍ 34.07 34.07 34.076 34.086 34.083 34.097
２００ｍ 34.07 34.07 34.072 34.083 34.074 34.092

３００ｍ 34.07 34.07 34.071 34.075 34.072 34.079
０ｍ 21.00 17.00 15.10 17.40 16.00 18.90 16.10
１０ｍ 20.90 11.70 4.09 11.96 15.09 18.36 15.71

２０ｍ 15.00 9.45 3.52 7.78 8.99 9.75 10.63
３０ｍ 13.90 6.57 3.18 5.43 6.55 6.89 8.44

５０ｍ 12.60 2.83 2.30 2.77 3.74 4.35 5.26
７５ｍ 11.00 2.34 2.12 2.26 2.79 3.13 3.54
１００ｍ 10.40 2.09 1.81 2.04 2.50 2.40 3.23

１５０ｍ 9.50 1.56 1.44 1.67 2.04 1.99 2.82
（℃) ２００ｍ 7.70 1.20 1.16 1.37 1.64 1.57 2.57

３００ｍ 2.50 0.89 0.89 0.96 1.10 1.03 2.00

1,904 959 328 611 480 112 456漁獲成績

海
洋
観

測
結

果
各
層

水
温
Ｃ

Ｔ
Ｄ

項目／観点

月　日
観測時刻

位

置

各

層
塩

分
Ｃ
Ｔ

Ｄ

Ｎｏ8 Ｎｏ9 Ｎｏ10 Ｎｏ11 Ｎｏ12 Ｎｏ13 Ｎｏ14
6月30日 7月1日 7月4日 7月5日 7月6日 7月7日 7月8日

18-00 17-55 18-04 18-00 17-55 18-06 17-56
緯　度 44-00.2N 43-30.00N 43-58.9N 44-39.8N 44-39.8N 45-20.2N 45-20.0N

経　度 140-00.5E 140-40.4E 140-56.4E 139=59.7E 141-00.0E 140-44.7E 139-29.6E
０ｍ 33.253 33.876 33.854
１０ｍ 33.728 33.839 33.909 33.046 33.39 33.946 33.836

２０ｍ 33.915 33.897 33.937 33.767 33.934 33.981 33.957
３０ｍ 33.982 34.067 33.923 34.2 33.924 34.047 33.938

５０ｍ 34.12 34.155 34.072 34.192 33.967 34.064 34.022
７５ｍ 34.115 34.121 34.119 34.05 34.055 34.067 34.059
１００ｍ 34.108 34.125 34.109 34.088 34.108 34.082 34.063

１５０ｍ 34.085 34.08 34.095 34.08 34.088 34.07
２００ｍ 34.078 34.083 34.076 34.076 34.082 34.072

３００ｍ 34.077 34.076 34.077 34.071 34.076 34.073
０ｍ 20.00 20.20 20.40 19.00 19.70 18.10 16.30
１０ｍ 17.56 17.96 17.57 19.09 18.84 16.60 16.34

２０ｍ 13.16 16.78 12.97 12.48 14.66 11.34 9.42
３０ｍ 11.17 14.30 11.94 10.75 12.52 9.30 6.40

５０ｍ 9.57 10.47 10.17 7.01 10.85 7.81 3.12
７５ｍ 8.16 9.01 8.63 4.59 9.69 6.40 1.94
１００ｍ 7.47 7.55 7.92 3.56 8.50 5.46 1.68

１５０ｍ 5.71 5.37 5.63 2.28 4.69 1.32
（℃) ２００ｍ 4.33 3.12 3.71 1.73 3.40 1.16

３００ｍ 2.36 1.63 1.76 1.47 0.88

830 1,596 1,133 1,093 4,164 7,014 2,009漁獲成績

項目／観点

月　日
観測時刻

海
洋
観

測
結

果
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置
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層
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温
Ｃ

Ｔ
Ｄ

各

層
塩

分
Ｃ
Ｔ

Ｄ
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